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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第85期

第３四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

売上高 (千円) 30,837,613 36,713,294

経常利益 (千円) 345,146 1,193,934

四半期(当期)純利益 (千円) 81,105 647,628

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △ 158,714 1,678,805

純資産額 (千円) 16,080,040 16,414,633

総資産額 (千円) 32,632,950 34,313,615

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 6.47 51.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 47.6 46.3
 

 

回次
第85期

第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.16
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきまして

は、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。

４．第84期は、決算期を３月31日から12月31日に変更したことにより、当社ならびに３月決算であった子会社

は、平成26年４月１日から平成26年12月31日の９ヶ月間、12月決算であった子会社は、平成26年１月１日か

ら平成26年12月31日の12ヶ月間を連結対象期間とした変則的な決算となっております。

５．第84期第３四半期連結累計期間及び第84期第３四半期連結会計期間は、決算期を３月31日から12月31日に変

更したことにより、第３四半期連結財務諸表を作成しておりません。これに伴い、第84期第３四半期連結累

計期間及び第84期第３四半期連結会計期間の主要な経営指標等につきましては、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

につきまして、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（「アジア（日本を除く）」セグメント）

当社グループにおける重要性が増した非連結子会社の鈞星精密部件有限公司、鈞星精密部件(恵州)有限公司及び

恵州市鈞星工貿有限公司を、第１四半期連結会計期間より、連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（1）業績

１ 当第３四半期における業績全般の動向

当社は、平成26年度より決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。従いまして、当第３四半期連結累

計期間につきましては、当社、国内子会社及び海外子会社ともに、平成27年１月１日から平成27年９月30日までの

期間について記載しております。これに伴い、平成26年12月期第３四半期連結財務諸表を作成していないため、平

成26年12月期第３四半期連結累計期間は、記載しておりません。

なお、平成26年12月期第３四半期連結累計期間は、当連結対象期間と同一の期間に調整した数値を前年同一期間

（平成26年１月１日から平成26年９月30日）とし、増減につきましては、「前年同一期間」との比較で記載してお

ります。

 

 
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

経常利益
(百万円)

四半期純利益
(百万円)

１株当たり
四半期純利益

（円）

平成27年12月期
第３四半期連結累計期間

30,837 320 345 81 6.47

前年同一期間 31,800 799 819 508 40.54

前年同一期間増減率（％） △ 3.0 △ 59.9 △ 57.9 △ 84.0 △ 84.0

（参考）
平成26年12月期
第３四半期連結累計期間

― ― ― ― ―

 

（注）前年同一期間増減率につきましては、表示単位未満を四捨五入しております。

 

当第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年９月30日）の当社グループの経営環境は、太陽光発

電関連製品の需要の低下、円安による製品仕入コストの上昇、国内外競合メーカーとの価格競争の激化など、厳し

い状況が続きました。

このような状況の下、当社グループは、新エネルギー・車載などの分野での製品開発・新規開拓の促進、コスト

ダウンの徹底、円安対策などの施策を進め、企業体質の強化と、連結業績の拡大を図り、企業価値の向上に努めて

まいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は30,837百万円（前年同一期間増減率3.0％減）、営業利益は320

百万円（前年同一期間増減率59.9％減）、経常利益は345百万円（前年同一期間増減率57.9％減）、四半期純利益は

81百万円（前年同一期間増減率84.0％減）となりました。
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２　セグメントの業績

 

売上高 営業利益（△損失）

（参考）
前年同一期間
（百万円）

当第３四半期
連結累計期間
（百万円）

前年同一期間
増減率
（％）

（参考）
前年同一期間
（百万円）

当第３四半期
連結累計期間
（百万円）

前年同一期間
増減額

（百万円）

日本 18,897 17,240 △ 8.8 △ 60 118 179

ヨーロッパ 1,510 1,183 △ 21.6 65 △ 4 △ 69

北米 4,537 6,163 35.8 157 211 54

アジア
(日本を除く)

6,854 6,249 △ 8.8 542 △ 3 △ 546

消去 ― ― ― 94 △ 1 △ 96

合計 31,800 30,837 △ 3.0 799 320 △ 479
 

（注）前年同一期間増減率につきましては、表示単位未満を四捨五入しております。
　

①日本

当第３四半期連結累計期間は、主に太陽光発電関連製品の売上が減少したことにより、売上高は17,240百万円

（前年同一期間増減率8.8％減）となりました。コストダウンの徹底に努めたことにより、営業利益は118百万円

（前年同一期間は60百万円の営業損失）となりました。

②ヨーロッパ

当第３四半期連結累計期間は、太陽光発電関連製品の売上が減少したことにより、売上高は1,183百万円（前年同

一期間増減率21.6％減）となりました。ヨーロッパ通貨安による製品仕入コストの上昇により、営業損失は４百万

円（前年同一期間は65百万円の営業利益）となりました。

③北米

当第３四半期連結累計期間は、車載用及び照明用ワイヤーハーネスの売上が増加したことにより、売上高は6,163

百万円（前年同一期間増減率35.8％増）となりました。売上の増加により、営業利益は211百万円（前年同一期間比

54百万円増）となりました。

④アジア（日本を除く）

当第３四半期連結累計期間は、太陽光発電関連製品の売上が減少したことにより、売上高は6,249百万円（前年同

一期間増減率8.8％減）となりました。太陽光発電関連製品における国内外競合メーカーとの価格競争激化の影響を

受け、営業損失は３百万円（前年同一期間は542百万円の営業利益）となりました。

 

（2）財政状態

＜資産＞

資産合計は、32,632百万円（前連結会計年度末比1,680百万円減）となりました。主に、有形固定資産が258百万

円増加し、受取手形及び売掛金が1,111百万円、投資その他の資産が519百万円それぞれ減少いたしました。

＜負債＞

負債合計は、16,552百万円（前連結会計年度末比1,346百万円減）となりました。主に、支払手形及び買掛金が

1,595百万円減少いたしました。

＜純資産＞

純資産合計は、16,080百万円（前連結会計年度末比334百万円減）となりました。主に、その他有価証券評価差額

金が79百万円、為替換算調整勘定が202百万円それぞれ減少いたしました。

以上の結果、自己資本比率は47.6％（前連結会計年度末比1.3ポイント増）となりました。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

（4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は264百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,000,000

合計 45,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,558,251 12,558,251
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

合計 12,558,251 12,558,251 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ― 12,558,251 ― 2,323,059 ― 2,031,801
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

オーナンバ株式会社(E00846)

四半期報告書

 5/16



 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式21,200
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,531,700
125,317 ―

単元未満株式
普通株式

5,351
― ―

発行済株式総数 12,558,251 ― ―

総株主の議決権 ― 125,317 ―
 

(注) １.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、2,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれておりま

す。

２.当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成27年６月30日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オーナンバ株式会社

大阪市東成区深江北
３丁目１番27号

21,200 ― 21,200 0.17

合計 ― 21,200 ― 21,200 0.17
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(千株)
就任年月日

監査役  森 澤 武 雄
昭和36年

８月27日生

平成元年４月 司法修習終了・弁護士登録

（注）２ ―
平成27年

４月23日

 協和綜合法律事務所入所

平成７年４月 森澤武雄法律事務所開設（現）

平成26年６月 当社補欠監査役

平成27年４月 当社監査役（現）
 

（注）１．監査役森澤武雄氏は、社外監査役であります。

２．退任した監査役の補欠として就任したため、任期は前任者の任期満了の時である平成29年12月期に係る

定時株主総会終結の時までであります。
　

(2) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

監査役  宇那木　三 之 平成27年４月23日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

(2) 当社は、平成26年度より決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。従いまして、前連結会計年度は、

平成26年４月１日から平成26年12月31日までの９ヶ月間となっております。これに伴い、前第３四半期連結累計期

間につきましては、第３四半期連結財務諸表を作成していないため、記載を省略しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年１月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣあらた監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けているあらた監査法人は、平成27年７月１日に名称を変更し、ＰｗＣあらた監

査法人となっております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,315,343 5,207,851

  受取手形及び売掛金 ※２  12,870,571 11,759,375

  商品及び製品 2,380,668 2,348,233

  仕掛品 914,944 830,908

  原材料及び貯蔵品 3,090,174 3,103,186

  繰延税金資産 248,643 206,027

  その他 656,663 654,356

  貸倒引当金 △108,034 △104,385

  流動資産合計 25,368,974 24,005,554

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,078,254 1,744,839

   機械装置及び運搬具（純額） 1,485,842 1,795,634

   土地 2,054,861 2,046,993

   建設仮勘定 14,539 70,202

   その他（純額） 369,518 604,106

   有形固定資産合計 6,003,016 6,261,777

  無形固定資産   

   のれん 232,181 154,787

   その他 488,584 452,004

   無形固定資産合計 720,766 606,792

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 2,329,610 1,810,550

   貸倒引当金 △108,752 △51,724

   投資その他の資産合計 2,220,857 1,758,826

  固定資産合計 8,944,640 8,627,395

 資産合計 34,313,615 32,632,950
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※２  7,896,465 6,300,518

  短期借入金 4,138,662 3,944,945

  未払法人税等 40,686 53,897

  賞与引当金 215,320 337,763

  役員賞与引当金 20,000 18,000

  製品改修引当金 221,309 126,089

  その他 1,075,061 1,168,293

  流動負債合計 13,607,505 11,949,508

 固定負債   

  長期借入金 3,290,397 3,588,595

  繰延税金負債 139,648 108,039

  退職給付に係る負債 429,200 443,719

  資産除去債務 15,442 14,732

  その他 416,786 448,314

  固定負債合計 4,291,475 4,603,401

 負債合計 17,898,981 16,552,910

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,323,059 2,323,059

  資本剰余金 2,046,895 2,046,895

  利益剰余金 9,897,219 9,830,443

  自己株式 △5,641 △5,641

  株主資本合計 14,261,534 14,194,758

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 314,696 235,471

  繰延ヘッジ損益 △7,160 ―

  為替換算調整勘定 1,402,228 1,200,124

  退職給付に係る調整累計額 △69,032 △80,981

  その他の包括利益累計額合計 1,640,730 1,354,614

 少数株主持分 512,368 530,668

 純資産合計 16,414,633 16,080,040

負債純資産合計 34,313,615 32,632,950
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 30,837,613

売上原価 26,179,389

売上総利益 4,658,223

販売費及び一般管理費 4,337,608

営業利益 320,614

営業外収益  

 受取利息 25,812

 受取配当金 12,520

 有価証券売却益 65,449

 その他 114,270

 営業外収益合計 218,053

営業外費用  

 支払利息 85,257

 持分法による投資損失 3,571

 為替差損 87,041

 その他 17,651

 営業外費用合計 193,522

経常利益 345,146

特別利益  

 固定資産売却益 2,357

 関係会社清算配当 65,428

 特別利益合計 67,786

特別損失  

 固定資産処分損 36,567

 その他 2,130

 特別損失合計 38,697

税金等調整前四半期純利益 374,235

法人税、住民税及び事業税 208,001

法人税等調整額 34,932

法人税等合計 242,933

少数株主損益調整前四半期純利益 131,301

少数株主利益 50,195

四半期純利益 81,105
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 131,301

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 △80,298

 繰延ヘッジ損益 10,229

 為替換算調整勘定 △207,999

 退職給付に係る調整額 △11,948

 その他の包括利益合計 △290,016

四半期包括利益 △158,714

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 △205,010

 少数株主に係る四半期包括利益 46,295
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結の範囲の重要な変更）

当社グループにおける重要性が増した非連結子会社の鈞星精密部件有限公司、鈞星精密部件(恵州)有限公司及び

恵州市鈞星工貿有限公司を、第１四半期連結会計期間より、連結の範囲に含めております。

 

(追加情報)

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率等の引

き下げが行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率

は、従来の36.0％から、平成28年１月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異につきましては

33.0％、平成29年１月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異につきましては32.0％となりま

す。

この変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が4,945千円減少し、法人税等調整

額が10,382千円、その他有価証券評価差額金額が8,796千円それぞれ増加し、退職給付に係る調整累計額が3,359千

円減少しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金などに対し、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

鈞星精密部件（恵州）有限公司 728,923千円 ―
 

　

※２　銀行休日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま

す。

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

受取手形 125,218千円 ―

支払手形 15,211千円 ―
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日)

減価償却費 663,570千円

のれんの償却額 77,393千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月25日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 平成26年12月31日 平成27年３月６日 利益剰余金

平成27年８月７日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 平成27年６月30日 平成27年９月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
日本 ヨーロッパ 北米

アジア
(日本を除く)

売上高      

  外部顧客への売上高 17,240,566 1,183,940 6,163,977 6,249,128 30,837,613

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

3,165,421 103,422 17,826 7,089,298 10,375,968

合計 20,405,988 1,287,362 6,181,803 13,338,427 41,213,581

セグメント利益又は
損失（△）

118,730 △ 4,525 211,520 △ 3,440 322,285
 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当社グループにおける重要性が増した非連結子会社の鈞星精密部件有限公司、鈞星精密部件(恵州)有限公司及び

恵州市鈞星工貿有限公司を、第１四半期連結会計期間より、連結の範囲に含めております。

これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第３四半期連結会計期間末における報告セグメントの資産の金額

は、「アジア(日本を除く)」セグメントにおいて、1,374,848千円増加しております。

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 322,285

セグメント間取引消去 △ 1,670

四半期連結損益計算書の営業利益 320,614
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日)

(1)１株当たり四半期純利益金額 ６円47銭

    (算定上の基礎)  

四半期純利益金額(千円) 81,105

   普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 81,105

    普通株式の期中平均株式数(株) 12,537,039
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

　

２ 【その他】

第85期(平成27年１月１日から平成27年12月31日まで)中間配当につきましては、平成27年８月７日開催の取締役

会において、平成27年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたし

ました。

①配当金の総額                                   62百万円

②１株当たりの金額                               ５円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成27年９月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月12日

オーナンバ株式会社

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣあらた監査法人
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   西 川 浩 司

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   河 瀬 博 幸

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオーナンバ株式

会社の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年１月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーナンバ株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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